



三 島 斉 紀
Ⅰ はじめに










マズローは１９０８年にニューヨークで生まれた。１９３４年には，H. ハーロウ（Harry Harlow ;
１９０５―１９８１）の指導のもと，サルの欲求に関する論文を執筆し博士号を得ている（ウィスコンシ
ン大学）。１９３５年からはコロンビア大学にて有期雇用され，主に女性の心的安定度や欲求に関す








た人間に共通してみられる生得的な欲求について，１９４３年，“Preface to Motivation Theory” お
73
よび “A Theory of Human Motivation” の中で記した１。







「自己実現の欲求（the need for self-actualization）」が表出してくるという「優勢度（prepo-







とする願望（the desire to become more and more what one is, become everything that one
is capable of becoming）」，
「自己充足したいという願望，即ち，潜在化している自分自身を顕在化させたいとする性
向（the desire for self-fulfillment, namely, to the tendency for him to become actualized in
what he is potentially）」，
生理的，安全，愛，承認という「諸欲求が充足されたとしても，自分自身に相応しいこと
を行っていなければ（unless the individual is doing what he is fitted for），常ではないが，
しばしば新たな不満や，満足できない状態（a new discontent and restlessness）が直ちに芽
生えてくるのを感じる」傾向，
「音楽家は音楽を作り，画家は絵を描き，詩人は詩を作らなくては，彼らは本当に幸福で
あるとはいえない（A musician must make music, an artist must paint, a poet must write, if
he is to be ultimately happy.）。人は本来的に成り得るものに成らなくてはならない（What
a man can be, he must be.）」とする傾向８，更には，
「自分自身の可能性を最大限にしようとする性向（the tendency to be the most that one is
capable of being）」，
「自身の基となるパーソナリティを顕在化すること（working out of one’s own fundamen-
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tal personality）」，
「潜在的パーソナリティの実現（the fulfillment of its potentialities）」，












fication of basic needs is in part an attempt to account for this unity behind the apparent di-
versity from culture to culture. No claim is made that it is ultimate or universal for all cultures.







て残されたままである（The clear emergence of these needs rests upon prior satisfaction of
the physiological, safety, love and esteem needs. We shall call people who are satisfied in
these needs, basically satisfied people, …. Since, in our society, basically satisfied people are
the exception, we do not know much about self-actualization, either experimentally or clini-






くものとして考えられなければならない（Mostly this is because of the very serious lack of
sound in this area. …The present theory then must be considered to be a suggested pro-
gram or framework for future research and must stand or fall, not so much on facts available
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〈１〉「より高次な欲求は，系統発生的に，ないしは進化論的に後になって展開してきたもので












とも容易にありうることである（The higher the need the less imperative it is for sheer survival,






at the higher need level means greater biological efficiency, greater longevity, less disease, better sleep,
appetite, etc.）」。心身症に関する研究者たちは，不安や恐れ，愛情不足，抑圧等が，心的なもの
だけでなく肉体的にも望ましくない結果を及ぼす傾向がある事を何度となく証明してきている。
〈５〉「より高次な欲求は，主観的にあまり喫緊なものではない（Higher needs are less urgent
subjectively.）」。
〈６〉「より高次な欲求の充足は，いっそう望ましい主観的な成果，即ち，更なる深い幸福，平
穏さ，内面生活の豊かさなどを生み出すことになる（Higher need gratifications produce more de-




こととなる（Pursuit and gratification of higher needs represents a general health-ward trend, a trend
away from psychopathology.）」。















も，より高次なそれに大きな価値を置くものである（A greater value is usually placed upon the
higher need than upon the lower by those who have been chronically gratified in both.）」。そうした人
は，例えば「自己実現という目的のために，金銭や名声を放棄（to give up money and prestige
for the sake of self-actualization.）」する。
〈１１〉「欲求は高次なものになるにつれ，愛の同一視の輪が広範囲なものとなろう。つまり，
いっそう数多くの人々と愛の同一視を行えるようになり，また，それをより当たり前のものとし
てみなすようになっていく（The higher the need, the wider is the circle of love-identification, i.e.,




とと定義できよう（We may define love-identification as in principle, a merging into a single hier-
archy of prepotency of the needs of two or more people.）」。例えば，お互い十分に愛し合ってい
る２人の人間は，互いの欲求を区別することなく，彼ら自身のものとして応対する。この時，




会的にとっても望ましい結果に繋がることとなる（The pursuit and the gratification of the higher
needs have desirable civic and social consequences.）」。「ある程度，欲求が高次なものになるほど，
自己中心性が弱いものとなっていくことは間違いない（To some extent, the higher the need the
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less selfish it must be.）」。飢えは非常に自己中心的なものである。しかし愛や尊敬を探求するこ
とは，必然的に他の人々を巻き込むこととなる。加えて，（単に食料や安全といったものよりも
むしろ）愛や尊敬を探し求め，そうした基本的なものを十分満たそうとする人々は，「忠誠心，
友好さ，市民意識のような性質（loyalty, friendliness, and civic consciousness）を育み」，また，
よりよい両親，夫，教師，公務員等とさせていく（マズローは，これに関する参考文献として，論
文 Some Consequences of Basic Need Gratification（１９４８年）も参照するよう勧めている）。
〈１３〉「より高次な欲求を充足することは，低次欲求を充足する場合よりも，より自己実現へと










































グナがあることを主張するようにもなる。例えば，１９６７年論文 “A Theory of Metamotivation :











十分条件ではないことは，今や，私にとって明白なことである（It is now more clear to me that
gratification of the basic needs is not a sufficient condition for metamotivation, although it may be
a necessary precondition.）（中略）。メタ動機は，いまや，基本的欲求の充足の後に，自動的に
生じるものではないように私には思われる（Metamotivation now seems not to ensue automati-
cally after basic-need-gratification.）」，と（下線は小生による）。















１ Maslow, A. H., Preface to Motivation Theory., Psychosomatic medicine.,５.,１９４３., pp.８５―９２.（以下，Preface
と略記），およびMaslow, A. H., A Theory of Human Motivation., Psychological Review.,５０.,１９４３., pp.３７０―
３９６.（以下より，A Theoryと略記）。
２ Preface., p.９１. および A Theory., p.３９４.
３ A Theory., p.３７２.
４ ただし１９５４年著作Motivation and Personality., p.８９. において，彼は同欲求を「所属と愛の欲求（The
Belongingness and Love Needs）」と改称している。
５ A Theory., p.３７０.








ているように，ドイツ人脳神経学者 K. ゴールドシュタインの研究に由来するものであった（A Theory.,
p.３８２.）。彼は第一次世界大戦での脳損傷患者に関する研究から，患者が外部環境に適応しようとする行
動（生体が外界とうまく折り合いを付けていくこと：coming to terms of the organism with the environ-
ment）を「自己実現（self-actualization ; Selbstvewirklichung）」と名付けた（Goldstein, K., The Human









ンフリクトがはらんでいるとされる（The Human Nature., pp.２０３―２０４.）。そこで，ゴールドシュタイン
は，人が葛藤をなくし，他者と共に調和的に生きていくためには一定の積極的な努力が必要であるとす
る。そのために，「他者侵害・攻撃（encroachment, aggression）」と「自己抑制・服従（self-restriction,









１１ A Theory., pp.３８９―３９０.
１２ A Theory., p.３８３.
１３ A Theory., p.３７１.
１４ A Theory., p.３７０.





















２０ ここで挙げられている（２）とは，参考文献の２つ目として挙げられている Goldstein, K. The Organ-
ism. New York : American Bookを指していると思われる。Higher., p.４３６.
２１ この調査の被験者が，正確には誰であったのかということについては，マズローによる調査日誌 Good
Human Being Notebook（Lowry, R. J. 編著の A. H. Maslow : An Intellectual Portrait., Brooks/Cole Pub-
lishing Company., Monterey California.,１９７３., pp.８１―１０５.），および１９５０年論文 Self-Actualizing People : A
Study of Psychological Health., Personality Symposia : Symposium #1 on Values., New York : Grune & Strat-
ton,１９５０., pp.１―３４. からある程度読み取れることが出来よう。





なっており，承認の欲求は私たちが自己実現欲求と呼んでいる特異な欲求（idiosyncratic needs we have
called the need for self-actualization）よりも強いものなのである」（Higher., p.４３３.），と。
２３ ただし，マズローは１９４８年時点で，第何欲求から第何欲求までが高次（もしくは低次）欲求であると
の明確な区分は行っていないように思われる。つまり高次欲求，低次欲求という語は絶対的な意味合いと




















Maslow, A. H., “Deficiency Motivation and Growth Motivation”., Nebraska Symposium on Motivation.,１９５５.,
p.３.,８.,１７.,１８.



















































ズローが１９４５年５月６日から１９４９年１２月２０日まで，Good Human Being（略して GHBとマズローは
表記），即ち，「自己実現」者と呼び得る人々を探求した際の調査日誌である（これは R. J. ローリー氏が
マズローの妻バーサらから許可を取って，１９７３年に出版したものである。Lowry, R. J. 編著 A. H. Mas-
low : An Intellectual Portrait., Brooks/Cole Publishing Company., Monterey California.,１９７３., pp.８１―１０５.
がそれであり，和訳本は公刊されていない）。
その初日（１９４５年５月６日）の記載の中で，マズローははっきりと，GHBに見え得る（１）学生たち
を教室内で探し（Pick them just by looking at them in class.），（２）当時，マズローが開発していた安定
度スコアテストを彼らに受けてもらい（Then look up their security scores.），（３）そうした学生たちを相






















































と，小生は強い疑念を抱かざるを得ない。事実，マズローの記した１９４１年著作 Principles of Abnormal
Psychology : The Dynamics of Psychic Illness（With Béla Mittelmann.）., New York : Harper & Bros. に加え，














原文は次だからである（p.１９４.）。“societies with low social synergy where the advantage of one individual be-
















中野著作１３１，１４１，１４７―１４８頁等を参照されたい）。この訳本の原著は，Maslow on Management である。
これは，Maslow自身が執筆した Eupsychian Management（１９６５年）の著作に，彼の知人たちが様々なコ
メント等を加えて１９９８年（つまり，マズローの死後）に再版されたものである。
ところが，この再版されたMaslow on Management は，幾つもの問題点が見られる著作であることが知

















































するがために愛される。」，と。しかし，この箇所における原文は以下である。“The tasks to which they are
dedicated seem to be interpretable as embodiments or incarnations of intrinsic values（rather than as a means
to ends outside the work itself, and rather than as functionally autonomus）. The tasks are loved（and intro-















はない（the profession seems to be not functionally autonomous, but rather to be a carrier of, an instru-
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れてきている…と氏の旨を言い換えられよう。
「解説」本であるにも拘らず，原著論文にも当たらず（ないし改竄し），裏付けのために必須なマズロー
が残した日記にも一切当たらず，訳本のみに依拠し，その訳本にすら精通しておらず，引用頁すら載せ
ず，いきすぎた誤訳もそのまま載せるなどの形式的な事柄についての基本的なルールさえも喪失してお
り，挙句，周辺領域に関しての調査不足が故の誤記を続ける，こうした表層的な知識をひけらかすだけの
未熟な欠陥本と「判断」せざるを得ない「信頼」できないモノが，真摯に勉強したいと願う学生，サラ
リーマンたちの誤解の根源とならないことを小生は願わずにはいられない。
マズロー「１９４３年論文」に関する覚書 89
